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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 5,773,617 23,114,584

経常利益 (千円) 432,898 1,896,627

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 321,284 1,197,431

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 382,182 1,265,381

純資産額 (千円) 8,483,289 8,340,502

総資産額 (千円) 28,115,827 28,290,842

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 85.22 317.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) － －

自己資本比率 (％) 30.2 29.5

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

　 に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報

告書（Iの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの財政状態及び経営成績（以下「経営成績等」という。）

の状況の概要は次のとおりであります。

　 ①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧米の利上げやインフレは落ち着きつつあるものの、米中

貿易摩擦は更に激しさを増し、ウクライナ紛争も長期化の様相を呈しており、依然先行きは不透明な状況が継

続しております。

その中で、当社グループが属しております半導体業界におきましては、エレクトロニクス製品を含む世界的

な消費減速の影響によりメモリー価格の下落が継続しており、ロジック半導体、イメージセンサーなどでも調

整局面に入り厳しい状況にあります。一方、電気自動車及び自動運転への対応等から車載向け及びパワー半導

体では好調を継続しており半導体への投資は二極化の様相を呈しております。

このような経営環境のなか、当社グループにおきましては、中国ファウンドリの工場立上遅延等により装置

の立上げに多少の影響がありましたが、メモリーメーカー向け等の洗浄装置の販売は順調に推移しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結業績は、中国ファウンドリ及び韓国メモリーメーカー

向け装置の販売等により売上高57億73百万円となりました。また、新たに韓国現地法人での装置製作を進めた

ことによるコスト増加により、営業利益４億84百万円、経常利益４億32百万円、親会社株主に帰属する四半期

純利益３億21百万円となりました。

なお、当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しい

ため、セグメント情報の記載を省略しております。

②財政状態の状況

　 （資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は263億51百万円となり、前連結会計年度末に比べて87百万円

減少しました。これは主に「現金及び預金」、「受取手形、売掛金及び契約資産」の減少、「原材料及び貯蔵

品」の増加によるものであります。

有形固定資産は10億92百万円となり、前連結会計年度末に比べて44百万円減少しました。これは主に「機械及

び装置」の減価償却が進んだことによるものであります。

無形固定資産は68百万円となり、前連結会計年度末に比べて６百万円減少しました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて１億75百万円減少し、

281億15百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は142億80百万円となり、前連結会計年度末に比べて １億55

百万円減少しました。これは主に「短期借入金」の減少、「前受金」の増加によるものであります。

　固定負債は53億52百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億62百万円減少しました。これは主に「長期

借入金」の減少によるものであります。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて３億17百万円減少し、

196億32百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億42百万円増加し、84億

83百万円となりました。これは主に「利益剰余金」の増加によるものであります。
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(２) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経理戦略等について重要な変更

はありません。

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(４)研究開発活動

　 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億89百万円でありす。

　 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,560,000

計 15,560,000

（注）会社法第184条第２項の規定に基づき、2022年12月15日開催の取締役会の決議により2023年１月１日付で当社定

款第６条を変更し、発行可能株式総数は7,780,000株増加し、15,560,000株となりました。

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
( 2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

( 2023年８月21日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,890,000 3,890,000
東京証券取引所

(TOKYO PRO Market)
単元株式数は100株であります。

計 3,890,000 3,890,000 ― ―

（注）2023年１月１日付で実施した株式分割（１株を２株に分割）に伴い、発行済株式の総数は1,945,000株増加し、

3,890,000株となりました。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年１月１日（注） 1,945,000 3,890,000 - 571,000 - 556,250

（注）株式分割（１：２）によるものであります。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 120,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　 普通株式

3,770,000
37,700 単元株式数100株

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 3,890,000 ― ―

総株主の議決権 ― 37,700 ―

② 【自己株式等】

2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジェイ・イー・テ
ィ

岡山県浅口郡里庄町新庄金
山6078番

120,000 ― 120,000 3.08

計 ― 120,000 ― 120,000 3.08

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (2007年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２. 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の

２第１項の規定に準じて、第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）及び第１四半期連

結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、ＡＣアーネスト監査

法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,812,788 3,768,448

受取手形、売掛金及び契約資産 1,660,904 1,184,763

商品及び製品 6,585,313 7,024,240

仕掛品 5,307,981 5,217,264

原材料及び貯蔵品 7,082,191 8,350,056

その他 990,318 807,151

流動資産合計 26,439,498 26,351,924

固定資産

有形固定資産 1,137,226 1,092,544

無形固定資産 75,052 68,404

投資その他の資産 639,065 602,953

固定資産合計 1,851,343 1,763,902

資産合計 28,290,842 28,115,827

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,095,243 2,499,259

短期借入金 3,150,000 1,300,000

1年内返済予定の長期借入金 727,932 692,032

リース債務 3,429 3,429

未払法人税等 339,660 80,406

前受金 6,904,276 8,439,257

賞与引当金 30,783 100,490

製品保証引当金 449,611 447,012

その他 734,813 718,315

流動負債合計 14,435,750 14,280,202

固定負債

長期借入金 5,438,882 5,275,374

リース債務 9,951 9,094

役員退職慰労引当金 60,957 63,083

資産除去債務 4,755 4,757

その他 43 25

固定負債合計 5,514,590 5,352,335

負債合計 19,950,340 19,632,537

純資産の部

株主資本

資本金 571,000 571,000

資本剰余金 558,538 558,538

利益剰余金 7,058,419 7,140,308

自己株式 △170,820 △170,820

株主資本合計 8,017,137 8,099,026

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 323,339 384,237

その他の包括利益累計額合計 323,339 384,237

非支配株主持分 25 25

純資産合計 8,340,502 8,483,289

負債純資産合計 28,290,842 28,115,827
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

売上高 5,773,617

売上原価 4,599,497

売上総利益 1,174,119

販売費及び一般管理費 689,283

営業利益 484,836

営業外収益

受取利息 1,892

補助金収入 －

その他 713

営業外収益合計 2,606

営業外費用

支払利息 17,469

為替差損 11,151

支払手数料 25,105

その他 817

営業外費用合計 54,543

経常利益 432,898

税金等調整前四半期純利益 432,898

法人税、住民税及び事業税 67,323

法人税等調整額 44,290

法人税等合計 111,614

四半期純利益 321,284

親会社株主に帰属する四半期純利益 321,284
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

四半期純利益 321,284

その他の包括利益

為替換算調整勘定 60,898

その他の包括利益合計 60,898

四半期包括利益 382,182

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 382,182

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

減価償却費 70,071千円

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自 2023年１月１日　至 2023年３月31日)

１ 配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月30日
定時株主総会

普通株式 239 127 2022年12月31日 2023年３月31日 利益剰余金

（注）当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、１株当たり配当

額については、基準日が2022年12月31日であるため、株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 2023年１月１日　至 2023年３月31日)

　当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載を省略しております。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益について、顧客の所在地を基礎とした国又は地域に分解した情報

当第１四半期連結累計期間(自2023年１月１日　至2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

半導体事業

日本 43,615 7,767 51,382

韓国 3,577,020 － 3,577,020

中国 2,006,469 － 2,006,469

台湾 111,215 － 111,215

その他 27,529 － 27,529

外部顧客への売上高 5,765,849 7,767 5,773,617

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農業事業を含んでおります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結累計期間

(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり四半期純利益 85円22銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 321,284

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

321,284

普通株式の期中平均株式数(株) 3,770,000

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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